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第 124号

平成31年 1月 3日 「奥都城初詣」 言己帳される皆さん

今
年
は
平
成
最
後
の
春
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
桜
は
残
り
少
な
く
な

っ
て

も
、
５
月
か
ら
の
新
し
い
元
号
の
も
と
左
記
の
通
り
、
春
季
大
祭
の
ご
案
内

を

い
た
し
ま
す
．

当
日
は
、
統

一
地
方
選
挙
の
県
議

・
市
議
の
投
開
票
日
で
す
、
大
牟
田

・

荒
尾
と
も
激
戦
模
様
で
す
、
必
ず
投
票
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

お
神
洒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

『飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な

い
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す

レ
」
　

キさ

４
月
７
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

“

口い

平
成
３１
年
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１

月

３

日

２

月

２５

日

Ｑ
０

１
１

，

し
Ｌ
Ｉ

３

月

３１

日

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

あ
る
調
査
対
象
に
つ
い
て
学
術
研
究
を
す
る
際
に
、
そ
の
テ
ー
マ
に
即
し

た
場
所

（現
地
）
を
実
際
に
訪
れ
、
そ
の
対
象
を
直
接
観
察
し
、
関
係
者
に

は
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
そ
し
て
現
地
で
の
史
料

・

資
料
の
採
取
を
行
う
な
ど
、
学
術
的
に
客
観
的
な
成
果
を
挙
げ
る
た
め
の
調

査
技
法
で
あ
る
。

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月

　
日

１
月

７
日

１
月

１３
日

・■

へ
，

＾
Л
Ｉ
工
附

９

二え

Ｒ
）
口
応

９

〓え

Ｒ
）
コ
万

与
論
会
の
動
き

自
　
平
成
３１
年
１
月

至
　
平
成
３１
年
３
月

奥
都
城
初
詣
　
約
２
０
０
人
お
参
り

奥
都
城

午
前
１０
時
～
１２
時
開
放

宅
訪
中
学
校
１
年
生
徒

「
地
域
ふ
れ
あ

い
体
験
学
習
」

の

一
環

で
与
洲
奥
都
城
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
学
習
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

宅
訪
中
１
年
生
１
３
３
名
　
職
員
８
名
　
与
洲
奥
都
城
見
学

町
会
長

・
朝
岡
副
会
長
、
案
内
と
説
明

奥
都
城
清
掃
１２

・
２０
地
区
当
番
　
祭
典
準
備

松 下

井 川 氏

ウ 忠 名

卜 範

喪
　
主

下
川
　
博
子

松
井
　
武
男

住
　
所

大
牟
田
市
今
山
２
４
６
６

大
牟
田
市
三
池
３
８
８
１
２

し

し

30年度奥都城清掃

8月 12日7月 8日

5月 11日3月 25日
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ヽ _

会
費
納
入
の
お
願
い

『各
地
区
の
地
区
長
さ
ん
が
直
接
会
費
を
頂
き
に
参
り
ま
す
』

平
成
３１
年
４
月
は
与
論
会

一年
会
費
」

の
納
入
月
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
各
地
区
の
地
区
長
さ
ん
が
皆
様

の
自
宅
に
お
伺

い
し
て
会

費
を
頂
き
、
地
区
専
用
の
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
。
地
区
別
会
員
の
方
は
必

ず
地
区
長
さ
ん
に
渡
し
、
地
区
で
の

一
括
納
入
が
出
来
ま
す
様
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

な
お
、
「
与
論
会
だ
よ
り
」
を
郵
送
に
て
受
け
取
り
の
方
に
は
、
全
員
に

振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
、
す
で
に
支
払

い
済
み
の
方
や
該
当
し
な

い
方
々
に
も
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
、
ご
確
認
の
上
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

春
季
大
祭
当
日
は
受
付
が
大
変
混
雑
し
、
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
事
前
納
入
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

振
込
用
紙
の
控
え
が
領
収
証
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
存
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【与
論
会
会
員
及
び
奥
都
城
会
員
の
会
費
に
は

「与
論
会
だ
よ
り
」
購
読
料

（送
料
込
）
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
】

年
会
費

与
論
会
会
員

（納
骨
壇
無
）
３
千
円

与
論
会
会
員

（納
骨
壇
有
）
８
千
円

与
論
会
だ
よ
り
購
読
者
　
　
１
千
円

（送
料
込
）

各
地
区
長
さ
ん
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
会
と
会
員
皆
様
と
の
重
要
な
役
を

担

っ
て
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
役
員

。
地
区
長
さ
ん
の
改
選
期
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

地
区
長
さ
ん
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
次
期
地
区
長
さ
ん

を

「
５
月
末
」
ま
で
に
決
め
て
い
た
だ
き
、
決
ま
り
次
第
会
長
ま
で
連
絡
を

お
願

い
し
ま
す
．

出
来
る
だ
け
皆
さ
ん
交
代
で
役
を
引
き
受
け
て
下
さ
い
。
引
き
続
き
役
員

を
継
続
さ
れ
て
い
る
方
に
は
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
与
論
会
の
継
続
、

発
展
の
た
め
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

任
期
は
平
成
３１
年
６
月
１
日
よ
り
平
成
３３
年
５
月
３１
日
ま
で
の
２
年
間
で

す
．な
お
、
７
月
中
旬
に
第
４３
回
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
定
期
総
会
を
三

港
与
洲
会
館
に
て
開
催
し
ま
す
、
そ
の
折
は
引
継
打
合
せ
が
あ
り
ま
す
の
で

新

・
旧
地
区
長
さ
ん
の
ご
出
席
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
っ

連
絡
先

大
牟
田
市
姫
島
町
３１
１
２

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

会
長
　
町

謙
二

ＴＥＬ

０

９

４

４

１

３‐

‐

３

１

４

４

ヽ
"

与
地論

知
ら
せ
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正
月
３
日

午
前
１０
時

開
始

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
）
は
１
月
３
日
、
大
牟
田
市

昭
和
町
の
納
骨
堂

「与
洲
奥
都
城
」
の
初
詣
を
行

い
、
帰
省
客
も
含
め
約
２

０
０
人
が
参
拝
．
久

々
に
再
会
し
た
肉
親
、
親
戚
、
友
人
、
知
人
ら
が
快
晴

の
下
で
新
年
の
挨
拶
を
し
な
が
ら
、
先
祖
を
敬

い
誠
の
心
を
捧
げ
ま
し
た
。

当
会
は
与
論
島

（鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
）
の
出
身
者
の
子
孫
で
組
織

す
る
団
体
で
す
。
毎
年
、
春
と
秋
の
大
祭

（今
年
は
４
月
７
日

・
９
月
１５
日
）

他
に
も
正
月

。
お
盆

（
１
月
３
日

・
８
月
１３
日
）
に
奥
都
城
に
集

い
ま
す
。

町
会
長
は
関
東

・
関
西

。
他
方
面
よ
り
帰
省
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
為
に
、
お
正

月
と
、
お
盆
に
奥
都
城
を
開
放
し
、
お
参
り
で
き
る
よ
う
開
催
し
て
お
り
ま

す
と
挨
拶
．

今
年
５
月
１５
日
に
は
与
論
町
立
与
論
中
学
校
２
年
生
の
修
学
旅
行
が
あ
り
、

今
回
は
大
牟
田
市
内

の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
の
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
宿
泊
ホ
テ

ル
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歓
迎
し

ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〓

ま
た
、
長
年
有
明
新
報
社
の
記
者
と
し
て
与
論
会
の
行
事
を
記
事
に
取
り

上
げ
て
い
た
だ

い
て
い
た
、
菅
嶋
公
尚
氏
が
昨
年

の
１０
月
に
退
職
さ
れ
、
今

年
の
荒
尾
市
議
会
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
与
論
会
の
皆
様
方
に
挨
拶
と

報
告
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
与
論
会
の
担
当
記
者
と
し
て
、
ご
尽
力
を

い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
回
も
、
皆
様
方
よ
り
ご
寄
贈
を

い
た
だ
き
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
報
告

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

５
千
円

３
千
円

３
千
円

t

し

金
銭
の
部

濱
田
　
浩
昭

様

兼
屋
ミ
サ
エ

様

堀
　
　
泰
博

様

物
品
の
部

有
泉
１
本
　
仲
野
　
装
業

様

焼
酎
１
本
　
山
元
　
信
幸

様

泡
盛
３
本
　
出
村
　
信
雄

様
熊谷博子監督撮影隊
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上 上 上 松 松 松 本 本 本 砂 砂 砂 砂 山 山 酒 南 酒 酒 市 市 市 市

妻 妻 妻 尾 尾 尾 川 川 川 川 下 下 匂  匂 匂 川 川 川 川

愛 琉 龍 初 崇

希 輝 大 美 志

富 祐 脱 真 雄 正 ミ
志    佐
子 輔 子 江 代 一 ヤ

き 俊 正 博 昴 初
く
江 介 法 文 世 美

当≡

ブこ
矢口
日

子

そ
の
江

美
由
紀

菅
田
　
一彦

麻
梨
子

初
詣
記
帳
者
名

田 朝 黒 益 池 藤 藤 藤 竹 竹 堀 兼 兼 兼 山 山 先 南 池 池 池 上 上

畑 岡 田 山 畑 木 木 木 村 村  屋 屋 屋 本 元   田 田 田 妻 妻

正 光  哲 勇 麻  武   泰 康 康 ミ 秀 信 章 榮 和 和 一 心 夏
里        サ   太

喜 男 豊 夫 佑 亜 薫 嗣 音 才 博 紀 志 工 子 幸 郎 子 也 晴 則 絆 連

ヽ ¨

橋 橋 橋 町 町 南 南 柳 町 岩 岩 岩 岩 岡 岡 岩 岩 町 森 森 野 野 野 野 野 竹

口 口 口     田  谷 谷 谷 谷 崎 崎 本 本    国 口 口 口 口 村

宣

岩ゴ

ヌこ

ノ又:

罷
口
にコ

春 桃 弘 成 忠 勝  政 幸 仁 隆 チ 勝 綾  万 す 光 陽 美 瑞 成  沙
ヨ    里 み

男 子 美 子 彦 範 恵 広 子 岡1幸 子 信 乃 剛 子 よ 廣 菜 佳 穂 子 隆 織

田 田 田 田 田 田 仲 仲 竹 濱 濱 福 村 吉 吉 町 町 安 安 安 川 西 橋 橋 橋 橋

中 畑 畑 畑 畑 畑 野 野 林 田 田  山 村 村   原 原 原 上 脇 口 口 口 口

と 重 道 直 美  稔 光 勇 豊 浩 弘 章 倖 由
し    由    次      紀
子 美 正 柔 紀 実 子 浩 郎 美 昭 光 彦 一 恵

英 美 健 章 将 透
田

子 子 吾 宏 人 磨

杉 仲 仲 岩 岩 岩 町 早 早 田 野 山 山 山 山 堀 堀 菅 池 池 福 福 福 岩 岩 田

本 野 野 本 本 本  川 川 所 崎 下 下 下 下   嶋 田 田 岡 岡 岡 本 本 中

頼 英 心 ち ま 万 真 明 ヨ 藍 恵 日 ハ 義 美 直 公 則 時 莉 美 拓 千
ひ ひ 里  日 シ  理 登   裕        恵

誠 子 富 優 ろ ろ 子 央 香 ミ 飛 香 美 ル 明 貴 美 尚 子 雄 嘉 嘉 実 子

出 坂 川 杉 杉 杉

村 本 日 本 本 本

佳 康 心 美 祐

進 子 則 真 空 実

閏

由
美
恵

颯

一
郎

漁
卜
　
一
一

一〓
ル
　
　
　
一　
一

征
　
子

‐

三
千
代

純
　
子

敬
称
省
略

記
帳
順
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平成31年 初詣

ヽ_

.ヽ″



(7)第 124号 与 論 会 だ よ り  2019年 (平成31年 )4月 1日

平成31年 初詣
鰺隕晰ml.‐‐
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平成31年 初詣

ヽ_

し
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ｍ
順
尽
要
覇
酬
　
＝
〓
怪
眸
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５
諭
中
学
生
大
牟
田
市
内
宿
泊

２
年
生
修
学
旅
行
で
奥
都
城
へ
参
拝

ｏ
交
流
会

平
成
３１
年
５
月
１５
日

（水
）
午
前
８
時
３０
分
ご
ろ
、
与
論
町
立
与
論
中
学
校
、
修
学
旅
行
生

徒
２
年
生
は
昨
年
に
続
き
与
洲
奥
都
城
に
参
拝
、
そ
の
後
皆
さ
ん
と
奥
都
城
前
広
場
に
て
、
交

流
会
を
催
し
ま
す
。
平
日
で
す
が
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
．

交
流
会
の
時
、
川
畑
ア
キ
ラ
さ
ん
が
作
詞
作
曲
さ
れ
た

「黒

い
ダ
イ
ヤ
の
涙
」
を
生
徒
全
員

で
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
の
で
お
聞
き
く
だ
さ

い
．

そ
の
後
は
、
旧
三
井
港
倶
楽
部

・
三
井
三
池
炭
鉱
三
川
坑
跡

・
三
池
港
間
門

・
新
港
町
社
宅

跡
や
万
田
坑
の
見
学
。
午
後
よ
リ
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
て
遊
園
、
夜
は
ャ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
に
て

西
武
戦
を
観
戦
で
す
。

修
学
旅
行
人
員
は
生
徒
３７
名
、
引
率
者
４
名
、
添
乗
員
２
名
、
計
４３
名
で
す
。
修
学
旅
行
日

程
は
下
記
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
黒
い
ダ
イ
ヤ
の
涙
」

・
時
が
流
れ
て
い
く

星
が
ま
た

一
つ
消
え
て
い
く

こ
の

た
だ
の
命
は
君
に

何
も
残
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い

。
だ
け
ど
知

っ
て
て
ほ
し
い

厳
し
い
時
代
が
あ

っ
た

遠
く
故
郷
を
離
れ
て

黒
い
大
地
に
降
り
立

っ
た

。
明
日
の
夢
を
信
じ
て

愛
す
る
人
の
た
め
に

モ
ク
モ
ク
と
働
い
た

あ
の
煙
突
の
ケ
ム
リ
の
よ
う
に

・
黒
い
ダ
イ
ヤ
の
涙
は

黒
い
ダ
イ
ヤ
の
涙
は

私
た
ち
島
人
の
血
と
汗
で
で
き
て
い
る

。
時
代
は
変
わ

っ
て
い
く
　
怒
り
も
い
つ
か
冷
め
て
く

悲
し
み
だ
け
が
残
さ
れ
て

す
べ
て
を
包
み
込
ん
で
い
く

。
だ
け
ど
忘
れ
は
し
な
い

こ
こ
で
生
き
て
き
た
こ
と
を

私
た
ち
の
先
輩
の

血
と
汗
で
で
き
て
い
る

続
き
は
会
場
で

し

この曲は、2010年 4月 に大牟田で開催
された三池移住百年祭のために作られた

曲です。

かって島を襲った大飢饉から逃れるた

めに与論から大牟田・荒尾に移住した炭

坑労働者のことを歌っています

2019年 与論中学校修学旅行行程表
t

に 日
Э 月 行  程 宿泊

13日 与論空港～鹿児島空港 (バス)～有明フエリー～島原市内ホテル
島原

南風楼

14日
島原ホテル～長崎市内自主研修・長崎市原爆資料館見学～

有田ポーセリングパーク～大牟田ハイツ宿泊

t+H
)\ 4 ')

15日
奥都城参拝 。旧港倶楽部他～グリーンランド遊園地～

福岡ホテルヤフオクドーム野球観戦 (対西武ライオンズ)

ツイン

ズ百道

16日 ホテル～鹿児島空港～与論空港 (解散)



(11)第 124号 与 論 会 だ よ り   2019年 (平成31年 )4月 1日

平成31年度大牟田・荒尾地区与論会予定表
平成31年 6月 1日 ～平成32年 5月 31日

し

月 行  事 要   項

4月 7日 奥都城春季大祭 祭典開始 午前10時

5月 12日 奥都城清掃 7・ 9地区担当   午前8時開始

5月 15日 与論中学校修学旅行
交流会

(奥都城前広場 )

午前 8時 30分開始

6月 9日 奥都城清掃 3・ 5地区担当   午前 8時開始

7月 未定 第43回与論会定期総会 与洲会館 午後 1時 30分開始

14日 奥都城清掃 6・ 15。 16地区担当 午前 8時開始

8月 11日 奥都城清掃 4・ 10・ 11地区担当 午前 8時開始

13日 奥都城お盆 開館時間 午前10時～12時

9月 8日 奥都城清掃 13・ 14地区担当   午前 8時開始

15日 奥都城秋季大祭 祭典開始 午前 10時

lC)月 13日 奥都城清掃 17・ 18。 19地区担当 午前 8時開始

11月 10日 奥都城清掃 1・ 2地区担当   午前 8時開始

1月 3日 奥都城初詣 開館時間 午前 10時 ～12時

3月 29日 奥都城清掃 7・ 9地区担当   午前 8時開始

奥都城清掃当番の日時は忘れずに印を付けて下さい

日
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男
子
団
体
全
国
出
場

高
部

田

彗
・

―

中　

●

Ｆ
」

＾
〓

　

ヽ
■
メ

着
「大
柔

県
予
選
で
６
階
級
制
覇

大
牟
田
市
草
木
、
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
は
、
３
月

２０
、
２１
日
に
東
京
都
の
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
第
４１
回
全
国
高
校
柔
道

選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
。
〕
月
に
開
か
れ
た
福
岡
県
予
選
で
は
男
子
団
体

戦
で
優
勝
ｃ
個
人
戦
で
は
、
男
子
で
４
階
級
、
女
子
で
２
階
級
を
制
し
て
全

国

へ
の
切
符
を
得
た
。
男
子
８１
．
口
級
と
同
無
差
別
級
で
は
、
ベ
ス
ト
４
ま
で

を
同
校
の
選
手
が
独
占
。
杉
野
監
督
は

一
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な
勝
ち
方

を
し
て
く
れ
た
。
選
手
た
ち
の
意
識
が
高
ま
り
、
自
信
と
や
る
気
を
付
け
て

い
る
」
と
喜
び
を
語

っ
た
。

全
国
大
会
は
都
道
府
県
予
選
の
代
表
が
集

い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
団

体
戦

（勝
ち
抜
き
戦
）と
個
人
戦
を
争
う
こ
前
年

の
県
予
選
は
、
団
体
戦
で

福
大
大
濠
に
敗
れ
連
覇
が
途
切
れ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
団
体
出
場
と
な
る
。

福
岡
県
予
選
の
団
体
戦

（勝
ち
抜
き
戦
）
で
同
部
は
２
回
戦
か
ら
登
場
ｃ

初
戦
は
小
倉
を
先
鋒

の
み
で
突
破
。
準
々
決
勝
は
昨
年
の
決
勝
戦
で
敗
れ
た

福
大
大
濠
と
対
し
、
中
堅
の
石
本
慎
太
郎
選
手

（
１
年
）
が
相
手
大
将
と
引

き
分
け
勝
利
．
準
決
勝
は
沖
学
園
を
相
手
に
先
鋒
の
広
吉
弘
樹
選
手

（２
年
）

が
４
人
抜
き
、
次
鋒
の
服
部
大
喜
選
手

（同
）
が
し

っ
か
り
と
決
め
４
人
残

し
で
快
勝
し
た
。

決
勝
戦
は
東
福
岡
と
対
戦
。
準
決
勝
の
勢

い
の
ま
ま
、
次
鋒

の
久
保
田
皓

晴
選
手

（同
）
が
３
人
を
破
り
相
手
大
将
と
引
き
分
け
て
勝
利
。
全
試
合
を

通
し
て
副
将

。
大
将
が
試
合
す
る
こ
と
な
く
優
勝
を
果
た
し
た
。

ま
た
女
子
団
体
は
１
、
２
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
に
進
出
。
沖
学

`ヽし_

園
に
惜
敗
し
３
位
人
賞
と
な

っ
た
。
女
子
個
人
は
６３
．
口級
で
山
口
葵
良
梨
選

手

（２
年
）
が
大
会
２
連
覇
、
５２
．
口級
は
平
川
葉
月
選
手

（同
）
が
優
勝
し
、

男
女
と
も
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
か
か
る
。

主
将
を
務
め
る
森
健
心
選
手

（２
年
）
は

一技
術
や
体
力
面
な
ど
や
る
べ

き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
み
ん
な
の
意
識
が
ど
こ
を
向
い
て
い
る
か
が

重
要
。
部
員
全
員
が
目
標
を
日
本

一
に
掲
げ
全
国
大
会
に
臨
み
た
い
」
と
力

強
く
話
し
た
。

同
部
の
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
と
個
人
戦
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【男
子
】

（団
体
）
２
年
＝
森
健
心
、
竹
市
大
祐
、
服
部
大
喜
、
久
保
田
皓
晴
、

広
古
弘
樹
　
▽
１
年
＝
石
本
慎
太
郎

（個
人
）

▽
６０
キ
ロ級
＝
③
犬
塚
大
斗

（１
年
）

▽
６６
キ
ロ級
＝
①
光
岡
岳
人

（１
年
）

②
森
透
剛

（２
年
）

▽
７３
キ
ロ級
＝
①
田
中
裕
大

（２
年
）

▽
８１
．
口級
＝
①
竹
市
大
祐

（２
年
）
②
平
川
颯
真

（２
年
）

０
小
野
凛

（２
年
）
熊
谷

一
起

（２
年
）

▽
無
差
別
級
＝
①
森
健
心

（２
年
）
０
久
保
田
皓
晴

（２
年
）

０
服
部
大
喜

（２
年
）
、
石
本
慎
太
郎

（１
年
）

【女
子
】

（団
体
）
２
年
＝
寺
本
安
生
莉
、
平
川
葉
月
、
山
口
葵
良
梨
、
原
田
愛
子

▽
１
年
＝
森
心
晴

（個
人
）

▽
５２
キ
ロ級
＝
①
平
川
葉
月

（２
年
）

▽
６３
キ
ロ級
＝
①
山
口
葵
良
梨

（２
年
）

平
成
３１
年
２
月
８
日
　
有
明
新
報

t



(13)第 124号 与 論 会 だ よ り  2019年 (平成31年)4月 1日

大会で活躍 した選手たち (後方左より2人目が森健心君 )

溜  ‐

水田杯優勝 平成30年 12月 26日
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「
ｏｚ
　
蝶
颯
時

ｔ
緊
Ｋ
ケ
ヘ
肛
林
興
撃
縮
蛉
景
村
ロ

ゼ
ヰ
一
Ｔ
や
讐

ヽ _

“
一
一
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∞
．ｏｚ
　
麒
颯
時

ｔ
緊
Ｋ
７ヽ
冨
林
興
暉
縮
叶
縫
村
ロ

ゼ
ヰ
一¶
黒
壁
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∞
．ｏｚ
　
蝶
蘇
時

ｔ
緊
Ｋ
ケヘ
肛
常
興
撃
縮
叶
縫
村
ロ

ゼ
寺
一
ヾ
黒
雪

.ヽレ

_ヽ

一難
議
一議
難
一

|,11轡壼■■
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ぐ

杓
却
′′、ポ
訥
■
　ヽ
も
製
楓
叶

響
“

義
澤
一嗜
“綺

ヽ
ｏｚ
　
蛛
颯
時

専
業
Ｋ
Ｋ
冨
林
興
卓
縮
や
世
村
ロ

ゼ
ヰ
一
¶
晨
讐
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旧
庁
舎
の
老
朽
化

（庁
合
は
１
９
６
７
年
建
設
。
３
階
部
分
は
８１
年
に
増

築
。
２
０
１
４
年
２
月
に
実
施
し
た
庁
舎
耐
震
診
断
調
査
で
、
耐
力
が
不
足

し
構
造
上
危
険
な
状
態
と
の
診
断
が
出
た
）
に
伴
う
新
庁
舎
建
設
事
業
を
進

め
て
い
る
鹿
児
島
県
与
論
町
は
１２
月
４
日
、
茶
花

の
建
設
予
定
地
で
起
工
式

を
開

い
た
。
町
、
議
会
、
施
工
事
業
者
ら
約
８０
人
が
出
席
し
、
２
０
１
９
年

１１
月
末
の
完
成
に
向
け
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
ｃ
新
庁
舎
で
の
業
務
開

始
は
２
０
２
０
年
１
月
を
見
込
む
。

建
設
地
は
旧
町
立
診
療
所
跡
の
町
有
地
で
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
隣
ｃ
茶
花

の
海
岸
沿

い
に
あ

つ
た
旧
庁
舎
と
の
距
離
は
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
．
台
風
の

高
波
や
津
波
な
ど
も
想
定
し
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
観
点
か

ら
、
海
抜
約
３０
メ
ー
ト
ル
の
島
中
央
部
に
移
す

新
庁
舎
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
延
べ
床
面
積
１
９
９
９
平
方
メ

ー
ト
ル
．
町
民
の
利
用
が
多

い
町
民
支
援
化
や
税
務
課
、
会
計
課
な
ど
を
１

階
に
配
置
し
、
中
廊
下
式

の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
町
民
の
動
線
に
も
配
慮
し
、
個

室
の
相
談
室
や
授
乳
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
町
民
の
憩

い
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も

設
け
る
。

台
風
に
よ
る
長
期
間
の
停
電
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
燃
料
タ
ン
ク
付
き

の

非
常
用
発
電
機
を
設
置
す
る
ほ
か
、
受
水
槽

・
緊
急
排
水
槽
も
備
え
る
こ
駐

車
場
に
面
し
た
庁
舎
南
側
部
分
に
は
、
本
製
ル
ー
パ
ー
を
取
り
付
け
、
す
べ

て
の
窓
に
強
化
ガ
ラ
ス
と
飛
散
防
止
フ
イ
ル
ム
を
施
す
。
ま
た
、
庁
舎
棟
は

大
地
震
に
備
え
て
通
常
の
１

・
５
倍

の
耐
震
強
化
度
を
確
保
す
る
ｃ

将
来
的
な
維
持
管
理
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
の
為
、
建
物
全
体
の

断
熱
性
向
上
や
ワ
ッ
ク
ス
不
要
な
床
材
の
選
定
な
ど
に
も
努
め
た
。
事
業
費

は
　
本
体
建
築
と
外
構
、
書
庫

・
車
庫
の
建
築
工
事
、
備
品
整
備
を
含
め
た

総
額
は
８
億
５
９
１
７
万
円
。

安
全
祈
願
神
事

の
後
、
山
元
宗
町
長
は

一起
工
式
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
こ
と

に
対
し
、
皆
さ
ん
に
感
謝
。
限
ら
れ
た
予
算
で
の
事
業
だ
が
、
町
民
に
親
し

ま
れ
、
使

い
勝
手

の
よ
い
庁
舎
と
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
話
し
た
。

昨
年
５
月
か
ら
仮
庁
舎
は
５
カ
所
に
振
り
分
け
、
庁
舎
の
仮
移
転
先
は
、

多
目
的
屋
内
運
動
場
、
砂
美
地
来
館
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
南
庁
舎
、
新
ご
み

焼
却
施
設
の
５
カ
所
．
多
日
的
屋
内
運
動
場
に
関
し
て
は
施
設
内
に
ブ
レ
ハ

ブ
の
事
務
所
を
建
設
し
、
総
務
企
画
課

や
町
民
支
援
課
、
会
計
課
、
税
務
課
、

農
業
委
員
会
、
町
長
室
な
ど
が
入
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

・
教
育
長
室
は
砂

美
地
来
館
２
階
研
修
室

へ
、
議
会
事
務

局
や
議
場
は
防
災
セ
ン
タ
ー
を
活
用
。

建
設
課
は
南
庁
舎
に
、
環
境
課
は
現
在

建
設
中
の
新
ご
み
焼
却
施
設
に
入
る
。

町
総
務
企
画
課
に
よ
る
と
、
新
庁
舎

に
通
じ
る
町
道
の
拡
幅
工
事
や
駐
車
場

整
備
は
１９
年
度
以
降
に
取
り
掛
か
る
。

旧
庁
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
参
考
に
検
討
委

員
会
で
議
論
し
て
い
／
、

し

`ヽ

田
民
に
親
し
ま
れ
る
庁
舎
に

２
０
１
９
年
＝
月
末

完
成

へ
起
工
式

鹿
児
島
県
与
論
島

与
論
庁
舎
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与
論
町
庁
舎
建
設
事
業
の
契
約
締
結
内
容

契
約
件
名
　
与
論
町
庁
舎
建
設
事
業

受
注
者
　
　
竹
山
建
設
グ
ル
ー
プ

代
表
企
業
　
竹
山
建
設
株
式
会
社

構
成
企
業
　
株
式
会
社
ム
ト
ウ

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
鹿
児
島
支
店

事
業
内
容

庁
舎
棟
　
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
１
９
９
９

車
庫
棟
　
鉄
骨
造
　
平
屋
建
　
１
３
１

・
５８
，ｍ

書
庫
棟
　
木
造
　
平
屋
建
　
２
８
８
２ｍ

外
構
工
事

（来
客
用
駐
車
場
を
含
む
）

契
約
金
額
　
八
億
五
千
九
百
十
七
万
円

（消
費
税
込
）

契
約
件
名
　
与
論
町
庁
舎
建
設
事
業
　
基
本

・
実
施
設
計
業
務

受
注
者
　
　
株
式
会
社

東
条
設
計

契
約
金
額
　
三
千
七
百
八
十
万
円

（消
費
税
込
）

契
約
件
名
　
与
論
町
庁
舎
建
設
事
業
工
事
監
理
業
務

受
注
者
　
　
株
式
会
社

東
条
設
計

契
約
金
額
　
千
六
百
二
十
万
円

（消
費
税
込
）

与
論
庁
舎
総
工
費
九
億
千
三
百
十
七
万
円

平
成
３０
年
１２
月
５
日
　
南
海
日
日
新
聞

。
４３

２
ｍ

与論町の新庁舎のイメージ

ヽ´
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与
論
町
成
人
式

茶
花
校
区

与
論
校
区

ヽ

ヽ

那
間
校
区

風来坊さんブログより


